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「汎用人工知能・AGI はもう来ている」量子物理学者が告げた理由 

― Forbes JAPAN／Yahoo!ニュース掲載記事（2026 年 9 月 14 日）一次ソース検証と評価 ― 

2026 年 9 月 15 日 

Claude Fable 5.1 

要旨 

本報告は、2026 年 9 月 14 日に Yahoo!ニュースへ掲載された「『汎用人工知能・AGI はもう来てい

る』量子物理学者が告げた理由」（配信元：Forbes JAPAN）1 を対象に、原典および一次ソースに

遡って記事内容を検証し、主張の位置づけと妥当性を評価したものである。要点は以下の 3 点であ

る。 

• 発言者と原典は特定済み。「量子物理学者」は量子ソフトウェア企業 Haiqu（ハイク）の共同

創業者兼 CTO、Mykola Maksymenko（ミコラ・マクシメンコ）氏である。原典は Forbes.com

の John Koetsier 記事（2026 年 9 月 10 日）2,3、発言の一次ソースは同氏のポッドキャスト

「NEXT with John Koetsier」（2026 年 8 月 28 日公開、全文トランスクリプト公開済み）4 で

あり、Forbes JAPAN が翻訳して Yahoo!ニュースに転載された。記事中の引用は原典に逐語的

に忠実であることを確認した。 

• 主張は「弱い AGI」という限定的なもの。同氏の根拠は、博士課程で約半年を要した自身の研

究を、AI エージェント・LLM・現行量子コンピューターの組み合わせが週末で再構築し、数式

の誤りまで発見したという実体験である。同氏は直後に「ある意味では弱い AGI」「完全に自

己整合的ではない」と留保しており 4、見出しの断定調は本人の主張より強い印象を与える。 

• 基礎的事実は確認できるが、留保が 3 点必要。(1) 見出しが本人の留保を省いて断定的であるこ

と、(2) ポッドキャスト内で記者が「Harvard が 3 年かけた研究」と述べた箇所は誤りで、実際

の主体は Wellcome Sanger 研究所・オックスフォード大学等であること 12、(3) コスト削減数値

（3 万ドル→約 25 ドル）は Haiqu 社の社内テストに基づく未検証の自社主張であり、記事自身

も「独立検証が必要」と明記していること 2,9。 

【凡例】本文中の【確認済】は一次ソースで裏付けを得た事項、【未確認】は本調査で確認できなかった事項、

【推測】は筆者の分析・評価を示す。上付き番号は文末の参考文献番号に対応する。 
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1. 記事の概要 

1.1 書誌情報と配信経路 

• 日本語記事：Yahoo!ニュース、2026 年 9 月 14 日掲載、配信元は Forbes JAPAN1。Forbes 

JAPAN 側の掲載日時は 2026 年 9 月 14 日 13:05、著者表記は John Koetsier（著者ページ・カテ

ゴリページで確認）【確認済】。Forbes JAPAN の記事 ID は 104712 と推定されるが、記事詳

細ページに直接アクセスできなかったため、記事 ID および翻訳者クレジットは【未確認】。 

• 英語原典：John Koetsier, “A Quantum Physicist Told His Team ‘I Think AGI Is Here.’ Here's 

What Convinced Him,” Forbes.com、2026 年 9 月 10 日 2。本文全文は Yahoo News Canada の転

載版で確認した 3。 

• 執筆者：John Koetsier 氏は Forbes のシニア・コントリビューターで、ポッドキャスト「NEXT 

with John Koetsier」（旧 TechFirst）のホスト、Sparkplug9 社 CEO2,4。 

• 発言の一次ソース：同ポッドキャストの回「Quantum computing + AI + agents = AGI?」

（2026 年 8 月 28 日公開）。johnkoetsier.com に全文トランスクリプトが掲載されており、

Forbes 記事の引用と照合できる 4。 

• 配信経路：英語原典（Forbes.com）→ Forbes JAPAN（翻訳）→ Yahoo!ニュース（転載）。 

1.2 記事の骨子 

記事は、Haiqu 共同創業者兼 CTO で量子物理学者の Maksymenko 氏が、AI エージェント・LLM・

現行量子コンピューターの組み合わせによって自身の博士研究が週末で再現・修正された体験に衝

撃を受け、社内会議で「AGI はもう来ていると思う」と発言したエピソードを核に、量子コンピュ

ーティングの「実用性（quantum utility）」が今日すでに得られつつあるとの見方を紹介するもの

である 2,3。あわせて、Haiqu の資金調達、エージェント型量子 OS の発表、分子動力学シミュレー

ションのコスト削減、ウイルスゲノムの量子コンピューターへのロードといった事実が根拠として

挙げられている（第 4 章で検証する）。 

2. 発言者のプロフィール 

• 氏名・出身：Mykola Maksymenko（ミコラ・マクシメンコ）。ウクライナ出身 5。 
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• 現職：Haiqu 共同創業者兼 CTO。Haiqu は 2022 年設立の量子ソフトウェア企業で、本社はニ

ューヨーク、ウクライナおよび英国にも拠点を持つ。CEO は Richard Givhan 氏 5,8。 

• 学歴・経歴：理論物性物理学の博士号（ウクライナ国立科学アカデミー凝縮系物理学研究所

〔リヴィウ〕、2012 年）。マクデブルク大学・ゲッティンゲン大学での大学院研修（DAAD・

DPG 助成）、マックス・プランク複雑系物理学研究所（ドレスデン）およびワイツマン科学研

究所（イスラエル）でのポスドク研究員を経て、SoftServe 社 R&D ディレクターを務めた後、

Haiqu を共同創業 6。 

• 専門分野：量子系、フラットバンド系（強相関電子系）、ネットワーク物理学、機械学習 6。 

• 主 要 な 学 術 業 績 ： Maksymenko, Honecker, Moessner, Richter, Derzhko, “Flat-Band 

Ferromagnetism as a Pauli-Correlated Percolation Problem,” Phys. Rev. Lett. 109, 096404 (2012) 

など、フラットバンド強磁性・強相関系の研究で知られる 7。 

• 論調と利害関係：Forbes 記事は同氏を「誇大宣伝をするタイプではない」と評価し 2、本人も

AGI について即座に「弱い AGI」と留保している 4。他方で、同氏は Haiqu の CTO として自

社製品（エージェント型量子 OS）の有効性を主張する立場にあり、発言には利害関係が伴う点

を割り引いて読む必要がある【推測】。 

3. 主張の整理 

記事の主張を、(A) 本人の見解・体験談、(B) 記事が根拠として挙げる事実、(C) 記者の解釈・枠組

み、に切り分けて整理する。 

3.1 本人の見解・体験談【確認済】 

• 「2 カ月ほど前、チームに『AGI はもう来ていると思う』と言った」4。 

• その直後に、「ある意味では弱い AGI である。おそらく完全に自己整合的ではないが、多くの

良いツールとしてすでに使える」という趣旨の留保を付している 4。 

• 根拠：博士課程で約半年を要した自身の研究を、エージェント型 AI が週末で再構築し、数式に

含まれていた 1 つの誤り（バグ）を発見した 4。 

• プロセス全体を「自己加速的（self-accelerating）」と表現。数年前は量子コンピューターで玩

具的な例しか動かせなかったが、現在は数百量子ビット規模で古典最大級コンピューターと同
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等かやや劣る程度の計算が動き、AI の助けで新アルゴリズムの発見が劇的に加速している、と

述べる 4。 

3.2 記事が根拠として挙げる事実 

• Haiqu の発表資料：ある分子動力学シミュレーションのコストが「3 万ドル・9 時間超」から

「約 25 ドル・約 30 秒」に低下した。記事は「独立検証が必要」と明記している 2,3。 

• ゲノム関連：Wellcome Leap の Quantum for Bio（Q4Bio）で、Sanger 研究所と英豪の大学チ

ームが D 型肝炎ウイルスの完全ゲノムを IBM 量子コンピューターに初めてロードした発表を

踏まえ、同氏が公開ゲノムデータを Haiqu のシステムに与え、短時間で結果を再現したと述べ

る 3,4。 

3.3 記者の解釈・枠組み 

• 「フロンティア AI＋エージェント＋現行量子コンピューター」を積み重ねることで、量子が有

用になるまでの「10 年待ち」を短絡できるかもしれない、という枠組みは記者 Koetsier 氏によ

るもの 2,3。 

• Sam Altman 氏の「シンギュラリティ」発言との対比、映画『アイアンマン』の AI「ジャービ

ス」の比喩は、対話の中で登場する 4。 

3.4 見出しと本文のずれ【推測】 

見出しの「AGI はもう来ている」は本人の発言に基づくが、本人が付した「弱い AGI」という強い

留保を落として断定調にしている。その結果、「全領域で人間並みの汎用知能が到達した」との印

象を読者に与えうる。本人の主張は「科学研究という特定領域で、エージェント型 AI が専門家の作

業を桁違い（半年→1 週間）に加速する」という実務的・条件付きのものであり、両者の差は小さ

くない。 

4. 一次ソースによる検証結果 

記事が根拠として挙げる主要な事実について、一次ソースで確認した結果を表 1 に示す。 
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表 1 記事の主要事実の検証結果 

検証項目 記事・原典の記述 一次ソースによる検証結果 判定 

(1) 発言の忠実

性 
「I think AGI is here」

「weak AGI in some 

sense」「self-

accelerating」「from half 

a year to a week」等の引

用 2,3 

johnkoetsier.com 掲載の全文トランスクリプトと

逐語的に一致。日本語版冒頭も原文に忠実 1,4 
確認済 

(2) 資金調達 1 月に Primary Venture 

Partners 主導で 1100 万

ドルのシードラウンド 2 

2026 年 1 月 13 日発表。参加投資家は Qudit 

Investments、Alumni Ventures、Collaborative 

Fund、Silicon Roundabout Ventures、既存投資

家の Toyota Ventures、MaC Venture Capital

等。量子ソフト分野で最大級のシードの一つと自

称 8 

確認済 

(3) エージェン

ト型量子 OS 
5 月にローンチ 2 2026 年 5 月 6 日、「Agentic Quantum Operating 

System」を発表 9,10 
確認済 

(4) 分子動力学

のコスト削減 
「3 万ドル・9 時間超」

から「約 25 ドル・約 30

秒」へ。記事は「独立検

証が必要」と付記 2,3 

Haiqu 公式リリースに「同社が最近完了したテス

ト」の成果として記載。早期採用先に

Capgemini・Deloitte、研究関心を示す機関とし

て BMO Institute for Applied AI & Quantum 
9,10,11。第三者による独立検証は未確認。比較基準

（何と比べた 3 万ドルか、古典 HPC との等価比

較か）も一次資料では不明 

自社主張

（独立検証

なし） 

(5) ゲノムの量

子機へのロード 
Q4Bio で Sanger 研究所

等が D 型肝炎ウイルスの

ゲノムを IBM 量子機に

初めてロード。同氏が公

開データで結果を再現 3,4 

2026 年 4 月、Wellcome Sanger 研究所とオック

スフォード・ケンブリッジ・メルボルン大学、キ

ーウ・アカデミック大学が、D 型肝炎ウイルスの

完全ゲノムを 156 量子ビットの IBM Heron r2 に

ロード（世界初、Wellcome Leap Q4Bio 助成）
12。英語原文の記載は正確。ただしポッドキャス

ト内で記者が「Harvard が 3 年かけた研究」と述

べた箇所は誤り 4,12 

確認済（口

頭に誤りあ

り） 

(6) 量子ビット

規模 
数百量子ビット。論理量

子ビットではなく物理

（ノイジー）量子ビット 
4 

現行 NISQ（Noisy Intermediate-Scale 

Quantum）機の実態と整合 32 
整合 

(7) Altman 氏

の発言 
Sam Altman 氏の「シン

ギュラリティ」発言に言

及 4 

2025 年 6 月 10 日のブログ「The Gentle 

Singularity」で「事象の地平線を越えた」「離陸

は始まった」旨を記述 13 

確認済 
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検証項目 記事・原典の記述 一次ソースによる検証結果 判定 

(8) 「Fable」

への言及 
トランスクリプト中で

「Fable」に言及 4 
Anthropic のフロンティアモデル Claude Fable 5

／5.1 を指すと解される。同モデルはバイオ・サ

イバー領域のガードレールが強く、トランスクリ

プト中の安全機構の議論と整合 14 

推測（整

合） 

 

4.1 補足 

• 検証項目(4)について：Haiqu 公式プレスリリース（2026 年 5 月 6 日）の原文は、コスト削減

を「同社が最近完了したテスト」に基づく成果として記載し、Haiqu プラットフォーム上での

実行最適化により再現したとする 9。CEO の Givhan 氏は「量子 R&D チームのボトルネックは

多くの場合 QPU へのアクセスではない」と述べている 9。同発表では、分子動力学のほかに単

一不純物 Anderson 模型のシミュレーションと、中性子散乱実験に関連する 1 次元量子磁性体の

磁気シグネチャの再現も実演したと報告されている 9,10。いずれも第三者による検証は本調査時

点で【未確認】。 

• 検証項目(5)について：Maksymenko 氏本人は、発表を見て「論文をよく読まずに」システムが

手法を推測した旨を述べており 4、「再現」は元研究の完全な追試ではなく、発表内容に基づく

概念的再現であると解するのが妥当である【推測】。 

• 検証項目(8)について：「Fable」は Anthropic の Claude Fable 5／5.1 を指すと解されるが、ト

ランスクリプト中で明示されているわけではない【推測】。 

4.2 検証の総括 

主要な事実引用はおおむね正確であり、記事が原典を歪めている形跡はない。ただし、(a) 見出しが

本人の「弱い AGI」留保を省いた断定調であること、(b) ポッドキャスト内の口頭の「Harvard」は

誤りであること、(c) コスト削減数値は企業の自己申告で独立検証がないこと、の 3 点に留意が必要

である。 

5. 反応・評価 

5.1 AGI の定義をめぐる論争 

AGI には合意された定義がない。OpenAI 憲章は「経済的に価値のある仕事の大半で人間を上回る

高度に自律的なシステム」と定義し 15、Google DeepMind は 2023 年に 5 段階（Emerging／
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Competent／Expert／Virtuoso／Superhuman）の枠組みを提示した 16。Anthropic は「AGI」という

語自体を避ける傾向があるとされる 28,29。2025 年 10 月には、Dan Hendrycks、Yoshua Bengio、

Gary Marcus ら 33 名が「A Definition of AGI」において、Cattell-Horn-Carroll 理論に基づき 10 の

認知領域で汎用性を測る枠組みを提案した 17。同論文の要旨は GPT-4 を 27%、GPT-5 を 57%と評

価し（57%は「Auto」モードでの評価値で、v1 版および Hugging Face 掲載版では 58%と表記され

る 18）、10 領域のうち「長期記憶の格納」は両モデルとも 0%であるなど、現行モデルが「ギザギ

ザ（jagged）」な認知プロファイルを示すと指摘している 17。 

5.2 「AGI はすでに到達した／到達間近」とする論者 

• Blaise Agüera y Arcas（Google）：LLM の知能は「模倣」ではなく本物であると主張（著書 

What Is Intelligence?、MIT Press、2025 年）19。 

• Jensen Huang（NVIDIA CEO）：Forrester によれば、2026 年 9 月 6 日に「AGI has arrived」

と投稿。数時間後に Gary Marcus 氏が「証拠も定義もない」「科学的問いを企業の号令で乗っ

取るものだ」と反論した 20。 

• OpenAI：2026 年 9 月 3 日に GPT-6 Astra を発表し、社長 Greg Brockman 氏が「AGI 時代に入

った」と述べた 21,22。Astra は ARC-AGI-3 において、ARC Prize のハーネス使用時に 62.7%、

OpenAI の（メモリを改善した）独自ハーネス使用時に 99.9%を記録したと主張する（従来の

フロンティアモデルは同ベンチマーク第 3 版で 1%程度）21,22。ただし、これらは企業側の主張

であり、独立検証は限定的である。 

• Forrester（2026 年）：「AGI は到達したが超知能ではなく、かろうじて有能な段階にすぎない」

とし、4 段階のうち第 1 段階（競合的 AGI）に到達したと位置づける 20。 

• Daniela Amodei（Anthropic 共同創業者）：AGI がすでに実現している可能性を示唆したと報

じられている 23。 

5.3 懐疑・反対の論者 

• Gary Marcus（ニューヨーク大学名誉教授）：2026 年 5 月、自身が繰り返し示してきた定義で

も、Hendrycks／Bengio らの基準でも AGI は到達していないと明言し、10 項目の AGI タスク

で 10 対 1 の公開賭けを設定した 24。論考「Rumors of AGI's arrival have been greatly exaggerated」

では、個別タスクの性能を一般知能と混同する概念的誤りを批判している 25。 
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• Demis Hassabis（Google DeepMind CEO）：AGI は 5〜10 年先とし 26、あと 1〜2 の大きなブ

レイクスルーが必要で、現行 AI には継続学習やメタ認知が欠けていると指摘する 27,29。 

• その他：Yann LeCun 氏、Fei-Fei Li 氏（空間知能の欠如を指摘）、Timnit Gebru 氏／Emily 

Bender 氏らも、現行アーキテクチャでの AGI 到達に懐疑的であるか、AGI という枠組み自体

を批判している 28,29（二次資料に基づく）。 

表 2 主要論者の立場と Maksymenko 氏の位置づけ 

論者（所属） 立場 根拠・時期 出典 

Greg Brockman

（OpenAI 社長） 
到達（「AGI 時代に入っ

た」） 
GPT-6 Astra 発表、2026 年 9 月 3 日 [21][22] 

Jensen Huang

（NVIDIA CEO） 
到達（「AGI has 

arrived」） 
2026 年 9 月 6 日の投稿（Forrester 経

由） 
[20] 

Forrester 限定的到達（4 段階の第

1 段階、「かろうじて有

能」） 

2026 年 [20] 

Blaise Agüera y Arcas

（Google） 
到達寄り（LLM の知能

は本物） 
著書 What Is Intelligence?、2025 年 [19] 

Mykola Maksymenko

（Haiqu CTO） 
限定的到達（「弱い

AGI」） 
自身の博士研究の週末再構築、2026 年

8 月のポッドキャスト 
[4] 

Sam Altman（OpenAI 

CEO） 
局所的・自己加速的

（gentle singularity） 
ブログ、2025 年 6 月 10 日 [13] 

Daniela Amodei

（Anthropic 共同創業

者） 

到達の可能性を示唆 Forbes JAPAN 報道、2026 年 [23] 

Hendrycks・Bengio・

Marcus ら 33 名 
未到達（GPT-5 は 57〜

58%、長期記憶 0%） 
「A Definition of AGI」、2025 年 10

月 
[17][18] 

Demis Hassabis

（Google DeepMind 

CEO） 

未到達（5〜10 年先） 2025 年 3 月以降の発言 [26][27] 

Gary Marcus（NYU 名

誉教授） 
未到達（概念的誤りを批

判） 
2026 年 5 月、10 対 1 の公開賭け [24][25] 

 

5.4 Maksymenko 氏の主張の位置づけ【推測】 

同氏の主張は「弱い AGI＝特定領域での加速」であり、「科学研究という特定領域でエージェント
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型 AI が専門家の作業を桁違いに加速する」という限定的・実務的な内容である。これは、Hassabis

氏の「まだ来ていない」や Marcus 氏の「概念的誤り」批判と、Brockman 氏・Huang 氏の「もう来

た」の中間に位置し、Altman 氏の「gentle singularity（局所的・自己加速的）」13 や Forrester の

「かろうじて有能な AGI」20 に近い。本人が「完全に自己整合的ではない」と認めていることから

も、厳密な意味での AGI（全領域で人間並みの汎用性）を主張しているわけではないと解するのが

妥当である。 

5.5 量子計算コミュニティからの視点 

「現行の NISQ 機で有用な結果が得られる」という主張には、量子計算コミュニティ内で論争があ

る。哲学者 Amit Hagar 氏の 2026 年プレプリント「The NISQ Trap」は、NISQ 時代の「量子優位」

実証がほぼ例外なく 18 カ月以内に古典計算で再現・反証されてきたと指摘する 30（URL 未確認）。

一方、Scott Aaronson 氏は「NISQ と量子超越は失敗していない」と反論し、100 量子ビット程度の

ランダム回路サンプリングは明確な実務的優位を示していると主張する 31。Eisert 氏と Preskill 氏は

「Mind the gaps」（2025 年）で、NISQ から FASQ（フォールトトレラント応用規模量子計算）へ

の道のりに横たわる複数の壁を整理している 32。Maksymenko 氏の言う「量子ユーティリティ（量

子超越の近傍で有用な問題を探す）」という枠組み自体は学術的にも議論される概念であるが、

Haiqu の具体的成果について独立した検証は本調査時点で公開されていない【未確認】。 

5.6 本記事・原典への直接的反応 

本調査時点（2026 年 9 月 15 日）では、本記事および原典に対する専門家による直接の論評・反論

や、国内でのまとまった議論は確認できなかった【未確認】。原典は Yahoo News 各国版に転載さ

れ 3、日本語版は Forbes JAPAN 経由で配信されているが、反応の広がりは今後の推移を注視する必

要がある。 

6. 総合評価 

6.1 結論 

• 記事は実在する量子物理学者（Mykola Maksymenko、Haiqu CTO）の実際のポッドキャスト発

言に基づき、引用は原典に忠実である。基礎的事実（資金調達、OS 発表、Q4Bio ゲノム成果、

Altman 発言）はいずれも一次ソースで確認できる【確認済】。 
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• ただし、見出しの「AGI はもう来ている」は本人の「弱い AGI」という留保を省いた断定調で

あり、読者に「汎用の一般知能が到達した」という過大な印象を与えうる。本人の主張は「特

定の科学研究領域で AI エージェントが作業を桁違いに加速する」という限定的なものである。 

• 発言者は自社製品の有効性を主張する立場にあり、コスト削減数値は社内テストに基づく未検

証の主張である（記事もこれを認めている）。 

• ポッドキャスト内の「Harvard が 3 年かけた研究」という口頭の記述は誤りである（実際は

Sanger 研究所・オックスフォード大学等の Q4Bio チーム 12）。 

• 妥当性の結論【推測】：「弱い AGI／領域特化の加速」という限定的主張は、2026 年のフロン

ティアモデル（GPT-6 Astra、Claude Fable 5.1 等）の実力と、多くの実務家が実感する「ギザ

ギザ」な AI 能力を踏まえれば、一定の説得力を持つ。一方、厳密な学術的 AGI 定義

（Hendrycks ら、Marcus ら）では「AGI 到達」は否定されており、量子側の「現行 NISQ 機の

有用性」も独立検証が不足している。したがって本記事の主張は、「限定的・条件付きで理解

すべき体験談・見解」であって、「AGI が客観的に到達した」という確立した事実ではない。 

6.2 引用・活用上の留意点 

• 見出しではなく本人の原発言で理解する：記事を引用・紹介する際は、「AGI はもう来ている」

ではなく「弱い AGI（特定領域での加速）」という本人の留保を必ず併記する。一次確認先は

原典トランスクリプト 4。 

• コスト削減数値は「Haiqu 社内テストによる主張」と明記する：3 万ドル→約 25 ドルの数値を

事実として引用しない。査読論文や外部ベンチマークによる第三者検証が出るまでは「企業の

自己申告」と位置づける。第三者（IBM、BMO、Capgemini、Deloitte 等）の検証結果が公表

されれば評価を上げてよい。 

• AGI論争の中の位置づけを示す：Hassabis氏（5〜10年先）、Marcus氏（未到達）、Brockman

氏／Huang 氏（到達）という対立軸の中に置き、Maksymenko 氏が「弱い AGI／局所的加速」

派であることを明示する。 

• 口頭の事実誤り（Harvard）を訂正して引用する：ゲノム研究の主体は Wellcome Sanger 研究所

とオックスフォード大学等の Q4Bio チームである 12。 
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• 判断を更新する基準：(a) Haiqu の量子ユーティリティ主張が査読論文または独立再現で裏付け

られれば信頼度を上げる、(b) 逆に「The NISQ Trap」型の反証（古典的再現）が示されれば下

げる、(c) AGI 一般については「A Definition of AGI」の枠組み 17 における長期記憶等のスコア

が人間水準に達するかを継続監視する。 

6.3 留保事項 

• Forbes JAPAN 版の書誌情報の一部は未確認：記事 ID（推定 104712）と翻訳者クレジットは、

記事詳細ページに直接アクセスできなかったため未確認。掲載日時（2026 年 9 月 14 日 13:05）

と著者（John Koetsier）は著者ページ・カテゴリページで確認済み。 

• コスト削減・量子ユーティリティの数値は独立検証なし：Haiqu の主張はすべて社内テストに

基づき、第三者による再現・検証は本調査時点で確認できていない。 

• 「AGI」の定義自体が未確定：本報告の評価は特定の AGI 定義に依存しない形で記述したが、

どの定義を採るかによって「到達／未到達」の判断は変わりうる。断定は避けるべき論点であ

る。 

• GPT-5 評価値の表記揺れ：「A Definition of AGI」のスコアは版により GPT-5 が 57%（v2 要

旨・Auto モード）または 58%（v1・Hugging Face 版）と表記される 17,18。 

• 2026 年 9 月時点のモデル情報：GPT-6 Astra、Claude Fable 5.1 等の性能値は各社・各媒体の発

表に基づくもので、多くが企業の自己申告であり、独立ベンチマークによる確定値ではない。 

• 一部の反応ソースは二次媒体：Forrester、Hagar「The NISQ Trap」、各種解説記事は一次

性・査読の度合いが異なる。学術的主張は原論文（arXiv 等）を優先して確認されたい。 
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